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（1）  青谷方言の 3モーラ語の音調
















































































































































































² 後に述べるように「ムスメ＊ 」は語末核の語であり，（後述する規則 1によって）核を起点として 2モーラ分
























（鳥）  ト… リが…  ト… リ も…  ト… リから…  ト… リだけ…  ト… リま― で＼
サ
―
ル（猿）  サ― ―ルが サ― ―ルも サ― ―ルから…  サ― ―ルだけ…  サ― ―ルまで
ヤマ
―
（山）  ヤマ― が…  ヤマ― も…  ヤマ― から…  ヤマ― だ― け ヤマ― ま― で
図 1　無核型（蓬，車，蚯蚓，鼠）に無核の助詞カラが接続した場合の音調型



















































































































4 ここでは便宜的に「オ― ヤコに… も」のように 2つのH音調の山が出現するように記述しているが，○… の部分
は，そこでもう一度ピッチが上昇するというより，そのモーラの直後で，前の拍よりさらに低くなって付く
ようなピッチの型を示す。したがって，下がり目を　] のような記号で示すとすれば，これは　オ ]ヤコに ]
も のように，1つのアクセント単位内に 2つ下降があるような音調型となる。















  [語例]  [昇り核による解釈]
  （a）  ●○●    ●○○▲             蚯
みみず
蚓     ○  ○ ○
  （b）  ●●○    ●●○▲             親
おやこ
子    「 ○  ○ ○
  （c）  ○●●    ○●●△             菖
あやめ
蒲     ○ 「○ ○
  （d）  ●○●    ●○●▲             娘
むすめ
     ○  ○ 「○
以下，高い音調を「H音調」と呼ぶことにすると，青谷方言では次のような規則が存在する。
（4）  規則 1：2モーラ 1単位（bimoraic-foot）によるH音調の実現








5 調査は 2009年 3月に行われた。調査にご協力いただいた話者は，気高 2名（NT氏，男，昭和 5年生：MK氏，
男，昭和 11年生），青谷 2名（KT氏，男，昭和 6年生：MY氏，男，昭和 32年生），泊 2名（TK氏，男，
昭和 12年生：HM氏，男，昭和 22年生），別所 1名（NY氏，男，昭和 10年生），長和田 1名（DY氏，男，
昭和 6年生）の方々である。ここに記して，厚く御礼申し上げます。
6 無核の 3モーラ語には「ミミズ（蚯蚓）」の他にも「ヨモギ（蓬），クルマ（車），ネズミ（鼠），ムスコ（息






































（5）  気高方言の 3モーラ語の音調














































































































    [単語単独]   [助詞（～が，～に，～も）付]    [語例]    [解釈]
  （a）  ●○●       ●○○▲          蚯蚓    ○ ○ ○
  （b）  ●○○       ●○○▲          親子    ○
∧
 ○ ○
  （c）  ○●○       ○●○▲          菖蒲    ○ ○
∧
 ○































































（7）  各種の n+1型体系（下げ核，一拍卓立，昇り核）
   a．  東京方言のアクセント
































































   b．  気高方言のアクセント
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   c．  青谷方言のアクセント





















































































































    柄    トリ（鳥）   クルマ（車）     ニワトリ（鶏）
    絵
＊
    フ
＊
ネ（舟）   カ
＊
ラス（烏）     フ
＊
ジサン（富士山）
         ヤマ
＊
（山）   イト
＊
コ（従兄弟）   クダ
＊
モノ（果物）
                ムスメ
＊
（娘）     タマネ
＊
ギ（玉葱）


























































































































（9）  長和田方言の 3モーラ語の音調¹³






















































































































































¹² 同様にして，「オ― ヤ― コから… ，オ― ヤ― コだけ… ，アヤ― メ― から… ，アヤ― メ― だけ… ，ムスメ― から… ，ムスメ― だけ… 」などに見
られるアクセント単位末尾の高い音調も，助詞で言い切る時には出現するが，この後に述語が接続して文に
なると，出現しない。
¹³ ここでは仮に「オ― ヤコが見え… る，オ― ヤコから読… んだ」のように記述してあるが，これらの文に出現する 2
つ目のH音調は，その部分だけが高くなるというより，むしろその部分を起点にして，2つ目のさらなる下
降が生じるように聞こえる。つまり，下がり目を　] で示すとするとこれらは，
[オ]ヤコが見え ]る， [オ]ヤコから読 ]んだ
のように，] の部分で徐々に下降していくような音調型で実現する。




























               青谷方言    東京方言
   （a）  蚯蚓（ミミズ）    ○ ○  ○    ○ ○ ○
   （b）  親子（オヤコ）    [ ○ ○  ○    ○ ]○ ○
   （c）  従兄弟（イトコ）   ○ [○  ○    ○ ○ ]○











































（12）  無核の 3モーラ名詞に無核の助詞を付けた場合の青谷と東京の音調型
        単独     ～が，～も，～に，～を  ～から，～だけ
   青谷方言 ●○●    ●○○▲         ●●○△▲








（13）  無核の 3モーラ名詞に有核の助詞を付けた場合の青谷と東京の音調型
         単独     ～ま
＊
で      ～ぐ
＊
らい¹5
   青谷方言  ●○●    ●●○▲      ●●○▲△△











   無核の助詞：  が，も，に，を，から，だけ















¹5 青谷方言の有核の助詞「ぐ＊ らい」は，規則 1の影響を受けて，●●○▲▲△（例：オ― ―ヤコぐ― ―らい）となり





























































































   ムスメ
―















































































（16）  規則 2：助詞連結によるアクセント付与規則¹7





































（a）コ― ドモに会う コ― ドモからもらう ／ コ― ドモに― も会う コ― ドモから― だけもらう
（b）オ― ヤコに会う オ― ヤコからもらう ／ オ― ヤコに― も会う オ― ヤコから― だけもらう
（c）オト― ナに会う  オト― ナからもらう ／ オト― ナに― も会う オト― ナから― だけもらう




























































































   オト
― ―












      単独形   ミミズにも   ミミズからも   ミミズだけから
  青谷  ●○●   ●●○▲△   ●●○△▲△   ●●○△▲△△






   ミミズ＋から＋も　→　ミミズ＋から
＊






           規則 2      H



































イタ（LHHHLL）」，「クル― ― ― ― ―マカラオリタ（LHHHHHLL）」「コド― ― ― ―モダケキ― タ（LHHHHHL）」の
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    H    H 規則 2   H    H 規則 3   H L  L
  
H





































 H  H 規則 2 H H H 規則 1 H  H
        
H
  











           












































































































       
       H    H  規則 2    H   H   規則 3
                      
H
      






で  →  オト
― ―
コ＋に＋まで
               
              H  L  L
   b.  ミミズ＋に＋ま
＊





            
           H   規則 2        H   規則 3
                      
H
    









             































   ミミズま
＊
で  ミミズにも  ミミズま
＊
でも  ミミズからも  ミミズにま
＊
で
   ○●●▲△  ○●●▲△  ○●●▲△△  ○●●▲▲△  ○●●▲△△

















































































Matsumori, Akiko (1999) Comments: Some aspects of tone in Tetela: Constraints and rules. Proceedings of the 
Symposium: Cross-linguistic studies of tonal phenomena: tonogenesis, typology, and related topics. 255–259. ILCAA, Tokyo 












 松森　晶子／国立国語研究所論集 3: 19–37 (2012) 37
A Rising Kernel Dialect and the Accentual Systems 
surrounding Aoya in Tottori Prefecture
MATSUMORI Akiko
Japan Women’s University
Invited Professor, Department of Language Change and Variation, 
National Institute for Japanese Language and Linguistics
Abstract
Th e purpose of this paper is to show that the accentual system of the dialects of Aoya and Tomari 
is an n+1-type system with a ‘rising’ kernel, which developed from the kind of system observed in 
nearby areas in Tottori such as Kedaka, Bessho, and Nagouda, in which accent is marked with a 
one-mora H tone. Th e paper further argues that the accentual systems of all these dialects show 
the following features:
(a) A boundary between consecutive particles is marked with an inserted accent.
(b)  When two or more adjacent H tones occur in an accentual phrase, all of the H tones except 
for the leftmost are changed to L (HH→HL), due to dissimilation.
Th e paper then proposes a generalization, based on the fact that these features are also seen in the 
Tokyo dialect: the features described above, especially (b), are basic characteristics observed in a 
number of other accentual systems in Japan.
Key words:  rising kernel, Tottori prefecture, typology, n+1-type accentual system, boundary 
tones
